



















































































































































































































































































































書かれていません。本稿は講義のためのメモとして作ったものです。それを概説書を作るたたき台として学界に提供します。そのような本書の目的から考えて簡潔にするために引用文献はでき得る限り少なくします。（2）　『台湾私法』 （臨時台湾旧慣調査会、一九〇九年～一九一一年） 。（3）　『満州旧慣調査報告書』 （南満州鉄道株式会社、一九一三年～一九一五年） 。（4）　『中国農村慣行調査』 （岩波書店、一九八一年） 。（5）　『清国行政法』 （臨時台湾旧慣調査会第一部報告、明治四三年） 。（6）　仁井田陞『中国法制史研究』 （東京大学出版会、一九五九年～一九六四年） 。
（7）　
滋賀秀三『中国家族法の原理』 （創文社、 昭和四二年） 、 『清代中国の法と裁判』 （同社、 一九五九年） 、 『中国法制史論集
　
法典と刑罰』



















































官の法（ 「官法」 ）による秩序と民間秩序（ 「民法」 ）に分けて見ます。官法とは官（皇帝）がかくあるべしと考えている
準則です。 現代の人民主権の国家の場合は人民の過半の人がかくあるべしと考えるものが議会制度を通して法になります。制度上人民の考えと国の考えが一致します。伝統中国は人民の考えと官の考えが制度として一致するようにはなっていません。　
民間秩序は慣習からなりたっています。慣習はそれなりの数の人がかくあるべしと考えている通例、事実上生成して来





















官の法は準則の形式に着眼して成文と不文に分けてとら られます。史料用語 は前者が法 あり後者に情と があり
ます。成文規定になっ なくても官 政策 官の準則であって官 です。立法府の作 た成文法だけが である権力分立の制度をとる人民主権の国家とは異な す。因みに現代中国も政府は人民を代表している さ 政策も法となります。　
























































































































































































は仁です。そして、それを養うための手段として文と礼を重んじたのです。文とは文献的な知識であり、特に大事なものとして詩と書があります。ただ、知識だけでは不十分であって、それを実践して行くためには礼を身に着けて整理する必要がありました。礼とは理知的な反省を加え 洗練された人間として最も正統な 動の型 指します。
rules of proper 
conduct と英訳されます。それは日常生活の作法から広くは社会全体の秩序にまで至る準則であったのです。礼により社

















君主の存在は自明の前提であるとし、その権威の基礎を論じません。官僚について儒家は教養から出てくる仁徳を備えた者を理想とするのに対して法家は実務能力の高さを尊びます。君主が官僚を処遇するのに、儒家は礼 よるとし法家は刑と恩賞による します。人民に対しては、儒家は人民 善良ならしめることが統治の基本です。そ は五倫五常を重んじて身近な人間関係を大事にすることが必要 す。法家は感化 はなくて強制によって悪 させないことが重要であるとします。註
（1）　




















































承諾のない略売や心から同意した訳ではない和売は犯罪です。このような奴婢としての売買契約をなしたとき買主は官に届け出て検印を受けて税契銀を納めなければ りません。土地売買の手続と同じです。もっとも、この手続をなしていなくても売買そ ものが無効ではなかった点も土地売買のときと異なりません。典も なる原因です。貧困の めに自ら身を投じて奴婢と るのを投靠と言います。典は官への手続 不要 けれども投靠は手続が必要です。刑罰によって奴婢になることもあります。謀反大逆罪や謀叛罪で一定の役割を果たした者は奴婢となります。また、奴婢の子は奴婢として父母のい 家に属します。　
奴婢は解放されることがあります。家長やその親属に対す 刑罰の結果として解放されること あります。刑罰によっ








































した制限があります。 例えば旗人は路引なしでは京城を出られないし官員は任地に随伴できる家族が制限されていました。ただ、一般的には居住や移転は任意であったのです。職業の選択にも官が口を出 は殆どありません。取引契約 原
24
則として自由に任せていました。　
治安を安定させるために最も重要なことは犯罪者やその容疑者をどのように処遇するかです。
（3）
官吏が不当に犯罪者や
容疑者の身体に危害を加えることを禁止しています。しかし、一定の拷問が認められていますし凌遅処死のような残酷な刑罰があります。刑罰に重刑化の傾向が見受けられ 無罪が推定される制度はありません。黙秘権も弁護士をつける制度もありません。一時不再理の原則はありません。犯罪者や容疑者の保護は恩恵的なものでしかなかったのであって官はあくまで治安の維持を求めたのです。　
財政目的のための負担
　
財政収入を得るために土地税や流通税を徴収します。税を体制維持のための資金を得るために
一方的に賦課したのです。利益 得ているところから取るのが原則でした註
（1）　
清国行政法二巻一編。
（2）　
同右書四巻一編、六巻四編。
（3）　
次章参照。
